
 

環境経済部 

組織目標 
 環境経済部は、エコ・クリーン政策課・生活環境課・総合クリーンセンター・農業振興課・商工観

光課で構成し、環境の保全、廃棄物の減量及び処理、入間市の元気の源となる農業及び自然保護、商

工業及び観光、労政などの施策に取り組んでいます。 

環境経済部の目標 （令和７年度） 環 境 経 済 部 長 

【部の基本方向】 

１ 快適な市民生活が送れるよう、生活環境の保全や地球温暖化防止、廃棄物対策により、住みや

すさが実感できるまちづくりを目指します。 

２ 誰もが元気に働くことのできる調和のとれた産業振興を図り、地域の特性を活かした農業と活

気に満ちた商業や工業の発展を目指します。 

３ 入間市の知名度や好感度を向上させ、市民や来訪者が愛着を実感できる市を目指します。 

【部の重点方針】 

１ ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組みを加速化するとともに、安心して健康に暮らせる

生活環境の維持と保全を図ります。 

２ ごみの減量・資源化を徹底する事業を展開し、環境への負荷の少ない循環型社会を推進します。 

３ 狭山茶・地場農畜産物等の生産振興を図るとともに、地産地消の取り組みを推進します。 

４ 事業者支援や空き店舗活用を図るとともに、企業誘致や地域経済の活性化の取り組みを推進し

ます。 

５ 茶畑などの地域資源の活用や地域ブランド認定の取り組みにより、入間市の知名度や好感度の

向上を図り観光振興を推進します。 

【課の目標（達成すべき目標）】 

 

 

【エコ・クリーン政策課】 

１ 「入間市地球温暖化対策実行計画」に基づき、

省エネルギー対策や二酸化炭素排出量抑制に

取り組みます。 

〇ゼロカーボンシティ推進設備を設置した市

民に補助金を交付します。 

・Ｖ２Ｈシステム：５件 

・太陽光発電システム：36 件 

・定置用リチウムイオン蓄電池：33 件 

〇公共施設に太陽光発電設備を設置します。 

・設置数：３施設 

 

 

【目標の達成度合】 

 

 

 

１ 「入間市地球温暖化対策実行計画」に基づき、

省エネルギー対策や二酸化炭素排出量抑制に

取り組みました。 

〇ゼロカーボンシティ推進設備を設置した市

民へ補助金を交付しました。 

・Ｖ２Ｈシステム：５件 

・太陽光発電システム：35 件 

・定置用リチウムイオン蓄電池：32 件 

〇市内の公共施設３箇所（入間市博物館

ALIT・金子地区センター・藤沢配水場）に

ＰＰＡ手法を活用して太陽光発電設備を設

置しました。 



〇総合クリーンセンターにリユース電気自動

車（ＥＶ）を設置します。 

・リユース電気自動車（ＥＶ）：２台 

 

 

【生活環境課】 

２ 「第三次入間市環境基本計画（改訂版）」に基

づき、単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併

処理浄化槽への転換を推進するため、工事費用

の一部を補助する等、生活排水による河川の水

質汚濁防止に取り組みます。 

・目標転換基数：10 基 

３ 犬の登録及び注射済票交付の申請、狂犬病予

防注射猶予等の届出について、オンライン（Ｌ

ＩＮＥ）申請の周知に努め、年間申請数の向上

を図ります。 

・目標オンライン申請数：100 件 

 

 

【総合クリーンセンター】 

４ ごみの減量・資源化を推進するとともに、市

民の利便性向上に取り組みます。 

・家庭系ごみの減量：年間 330 トン 

・粗大ごみ収集キャッシュレス化の推進 

         ：申請件数全体の 30％ 

 

 

 

 

 

【農業振興課】 

５ おいしい狭山茶大好き条例に基づき、市の特

産物である狭山茶の生産振興を推進するほか、

「狭山茶の日」の周知を図ります。 

・「狭山茶の日」ＰＲイベント及び狭山茶店

舗活性化事業の実施 

 

 

６ 農畜産物の地産地消の取り組みを推進する

ため、「ふれあいマルシェいるま」や「出張！

入間のうまい市」等を開催します。 

・合計開催回数：年間 10 回 

〇総合クリーンセンターの庁用車としてリユ

ース電気自動車（ＥＶ）２台を導入し、公用

利用における有用性についての実証実験を

行いました。 

 

 

２ 補助制度の案内や周知について、市公式ホー

ムページへの掲載や、浄化槽清掃業者との連携

によるチラシ配布等により、積極的な取り組み

を行いました。 

・転換基数：10 基 

 

３ オンライン申請について、市公式ホームペー

ジや狂犬病予防集合注射通知ハガキ、また、ポ

スターを地区センター等公共施設にポスター

掲示などによる周知を行いました。 

・オンライン申請件数：203 件 

 

 

 

４ ごみの減量・資源化施策の推進状況及びオン

ライン申請等の利用状況は以下の通りです。今

後も更なる周知に努めます。 

・家庭系ごみの減量：年間 741 トン（2.37％減） 

・粗大ごみ収集キャッシュレス申請状況 

全体申請件数 9,440 件 

内オンライン申請件数 

4,217 件（44.7％） 

内キャッシュレス選択件数 

2,715 件（28.8％） 

 

５ 大阪・関西万博におけるブースの出展や、３

市（入間市・所沢市・狭山市）合同でのイベン

ト開催を通じて、狭山茶の知名度向上と販路拡

大に努めました。さらに、６月１日（日）の「狭

山茶の日」には、博物館アリットを会場に各種

イベントを開催し、狭山茶の日を広くＰＲしま

した。 

６ 「ふれあいマルシェいるま」は会場の都合に

より開催することができませんでしたが、「出

張！入間のうまい市」を２回開催したほか、狭

山茶の日記念イベントや健康福祉センターま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商工観光課】 

７ 地域課題の解決や賑わいのあるまちづくり

のため、入間市商工会や商店街などを支援し、

地域の活性化を目的に空き店舗活用に取り組

みます。 

・空き店舗活用創業等支援事業補助：新規３件 

 

 

８ 地域住民の就職促進および利便性の向上を

目的に、ハローワークと連携した就職支援セミ

ナーや就職面接会、労働相談などを実施し、地

域雇用の促進を図ります。 

・労働相談件数：18 件 

 

 

９ 全国にその魅力を発信し、観光誘客、狭山茶

振興に大きな影響をもたらしている茶畑テラ

ス「茶の輪」の効率的で効果的な運営に取り組

み、利用者数の増加を図ります。 

・「茶畑テラス」予約組数：200 組 

つり等へも出店し、新鮮な農畜産物を直売す

ることで、市民と生産者との交流や地産地消

に取り組みました。また、市内の農畜産物直売

所を知るきっかけづくりとして「入間のうま

い！農産物直売所スタンプラリー」を実施し、

地産地消の推進に努めました。 

・直売開催回数：年間４回 

・スタンプラリー参加直売所数：11 箇所 

 

 

７ 市内で創業を予定、検討している方、創業し

て間もない方を対象として、入間市商工会と連

携して、「創業塾」を開催しました。また、市内

の空き店舗を利用して創業等する場合に、店舗

改修費用やその家賃を補助し、経営支援及びま

ちの活性化を図りました。 

・空き店舗活用創業支援事業補助：新規３件 

８ 就業に関する様々な悩みや不安の解消を目

的に、就職支援セミナー事業を実施しました。

また、労働関係の諸問題の解決を目的に、労働

相談事業を実施しました。両事業とも、相談者

からは好意的な感想をいただいております。 

・労働相談件数：17 件 

※ 予約件数 25 件 

９ 茶畑テラス「茶の輪」は、狭山茶の認知拡大

と観光誘客及び狭山茶振興に大いに貢献して

います。期間限定プランを新設するなど、季節

や利用者の声に合わせて魅力的なプランを提

供することによる利用者の満足度の向上や、

本市の特筆すべき観光資源を象徴するスポッ

トとして効果的な活用を図りました。 

・「茶畑テラス」予約組数：145 組 

 


